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はじめに

海岸は,塩分や波浪,水圧など非常に厳しい環境であるにも関わらず多様な分類群の昆虫類が進出し，

その数は陸上に生息『する昆虫に比べればはるかに少ないものの，未知なる種が見つかる可能性は高いと

考えられている（丸山,2004)．しかしながら，護岸の改修や開発により自然海岸が消滅しつつあり，未

知種を含む多くの昆虫の減少や絶滅が危倶されている（丸山,2004)．そのため，海岸に生息する昆虫相

の調査は急務である（平野,1993;河上・林2007)．そこで,本稿では下関市の瀬戸内海側の自然海岸に

おいて調査し，得られた甲虫類について報告する．なお，他の分類群や昆虫以外の生物も確認･採集さ

れたが，それについては別の機会に談る．

調査地と調査方法

調査は山口県下関市長府宮崎町三卿屋海岸(33.59'Ｎ,130.59'E)で,2011年に松田が行った(図1,2)．

調査方法は，調査範囲内を目視で探し，採集した．採集に際して網やトラップ等道具は使わなかった．

調査地は,下関市の瀬戸内海側の海岸で唯一自然を残した場所である三卿屋海岸の北東一南西約200ｍ，

北西一南東約30ｍの範囲であった.調査範囲の大部分は砂浜で,砂浜の陸地側にはハマダイコンやツル

ナ，ハマナデシコ，ハマボッス，ハマゴウ，テリハノイバラ，ハマエンドウ，ハマヒルガオなどの

海浜植物群落が点在していた．砂浜の底質は花崩岩を起源とした砂～中藤であった．海側には花樹岩の

岩場があり，波の浸食の影響で非常に歪な形状をしていて，多くの窪みや隙間があった．なお，この岩

場は満潮時大部分が水没した．棚勿の破片やゴミなどの漂着物が砂浜中央付近と陸地側に調査期間中あ

ったが，砂浜中央付近の標制勿はilit燥していることが多く，陸地側の漂蒲物は常に湿っていた．

調査によって採集した標本の同定は大部分を林成多博士に依頼した．標本は豊'1.1ホタルの里ミュージ

アムに収蔵した．
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図１調査地の位置（A）と環境概要（８）
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下関市三軒屋海岸で採集した甲虫類

号
Ｃ

而
祁
］

四
西

,ず|厩W窺厩間

３，１１
－

W溺討を認極

LＬ

スタンド

､5回



，ＱＪＩ２｡

松田真紀子・川野敬介

－
”

調査の結果，２２種を確認することができた（図3)．

以下に,採集日，個体数採集した環境の順に示した．なお,調査は2011年に行ったので採集年は省

略した．また，採集した環境は４つ（岩場:岩，乾燥した漂着物：漂Ｄ，湿った漂着物：標1.1,海浜植

物群落:海値）に分けて示した（図1,2)．

オサムシ科Camabidae

ヒョウタンゴミムシ1s、7郷”7か“Morawitz

［採集記録18Ｉ25,lex.,漂Ｈ;１０/3,2exs.,漂Ｈ

ガムシ科HMirOphilidae

コケシガムシのりり"”“Sha1p

［採集記鋪10/3,2exs.,漂D,lex.,漂Ｈ

ヒメケシガムシの切り"αjIgzww"7ShaIp

I採集記録110β’2exs.,標Ｈ,lex,標，

結果
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図２調査地の環境

A，調査地全景；Ｂ，岩場；Ｃ，湿った漂着物

(漂Ｈ）；Ｄ，乾燥した漂着物（漂Ｄ）；Ｅ，海
浜植物群落．



下関市三軒屋海岸で採集した甲虫類

フチトリケシガムシa719AoF7dIaShaIp

［採集記録110/8,2exs.,漂U2exs.,漂Ｈ

エンマムシ科HisteIidae

ハマベエンマムシノ功ﾌoα1℃α４３Ｗ〃iqrzs（Schmidt）

［採集記録１日付不明,lex.,持ち帰った砂の中から採集

ハネカクシ科StaPhylinidae

アオキツツムネウミハネカクシDitzzMojmmAjrSawada

［採集記録110/19,1e,L,岩;１０/20,lex,岩

フトツヤケシヒゲブトハネカクシ,姓ひc内"z7s9zｨｑＩｎＷ,o'zzrShaIp

［採集記録110/9,lex,漂Ｄ

ｊＭ(2zjb"P､"Kz4y(Sharp）（和名なし）

［採集記録110/19,lex.,漂Ｄ

アカウミベハネカクシＱｙｈ４ｓ,zｾSCE,2ｓ（ShaIp）

［採集記録１１０/3,20elG.,漂Ｄ,llexs,漂Ｈ;１０/8,9exs.,漂Ｄ;１０/9,4exs.,漂Ｄ

アバタウミベハネカクシＱ１７伽sM2srjIi4s（ShaIp）

［採集記録19/28,26Ks.,漂H;lOB,l9exs.,漂H,8exs.,漂D;１０/8,lOexs｡‘漂D;１０/9,5e,《s､,漂D;10/19,3e,《s,，

漂Ｄ

ホソウミベハネカクシＱｙｆｉ‘sq4gZm"'7Shalp

［採集記鋼9/27,lex.,漂Ｄ;10/19,lex.,漂Ｄ

ウミベアカバハネカクシハルzにＤ６妬sj",z"h,りrShaIp

［採集記鋪9/2,lex,海植;9/28,4e，《s､,漂H;108,2exs.,漂H,3exa,漂D;１０/8,lex.,漂D;１０/19,2exs,漂Ｄ

ヒメハネカクシ属の一種ＡｌｿiEmasp．

［採集記録110B,lex.,漂Ｈ

ジヨウカイモドキ科Melyridae

イソジョウカイモドキZf血saszzﾙ”Nakane

［採集記録18/8,3291,岩;8/20,3291,岩;9/2,L1,岩;9/26,L1,岩;9/28,L1,岩

コメツキムシ科Elateiidae

ツシマヒメサビキコリ497ﾌ〃ﾌ７7243ぶdsA〃"e7zsisOhjm

［採集記録18/25,lex.,岩

アカアシコハナコメツキＦｂｍａmjI”A切泌SE9脚E7zs(Cand6zeウ

［採集記録１１０/10,6exS.,海植

ゴミムシダマシ科Tmeblionidae

ゴモクムシダマシＰｾzj伽z4Vqpo"趣心(Seidli②

［採集記録19/26,2exs.,海植

ヒメホソハマベゴミムシダマシMmqpBdh7妬pa1Mi‘jMp匂獅な陸wis

[採集記鋪8/25,3exS.,漂H;9/2,4eKs.,漂D;9/27,2exs.,漂Ｄ

オオスナゴミムシダマシGbFzoc9ﾜﾉizzh””6E'zsMaIseul

［採集記録110/20,2exs.,海植

オオマルチビゴミムシダマシChE加s"Zzzz力2"Ｋ悉冠ｂ

［採集記録１１０/11,llel《s､,海植;1020,4exs.,?;10/27,lex.,漂，

-５１－



21Ｊ

Ｗ

■

Ｌ

』

懸

鶴萌郷

/、
１．

１．

縦 ツツ

松田真紀子・川野敬介

Ａ

－５？‐

I

」

溌 職



下関市三軒屋海岸で採集した甲虫類

アリモドキ科Amhicidae

クロホソアリモドキ‘4"JI7jms6zJjmjma心Mulsant

［採集記録18/24,lex.,岩

ゾウムシ科CUmulionidae

スナムグリヒヨウタンゾウムシ３口目p"msmg7加必(Roelo企）

［採集記録110/10,6exs.,漂Ｄ

ハマヒョウタンゴミムシダマシ雄〃omamPascoe

［採集記録19/2,2exs.,漂Ｄ;9/27,6exs.,漂Ｄ;１０/3,3cxs.,漂Ｄ,１０/9,2exs.,漂，

まとめ

本稿では，わずかであるが下関地域から海浜性甲虫類を報告した．報告した中にはイソジョウカイモ

ドキやゴモクムシダマシなど希少な種が含まれており，今回調査した三軒屋海岸が非常に貴重な環境で

あることがわかった．ただし，この浜はわずかに残った非常に狭い浜のため環境改変の影響を受けやす

いことや浜の前の関門海峡は多くの貨物船等が往来するため，予期せぬ事故（オイル漏れ等）で環境が

壊滅的な状況になる可能性も考えられる．そこで，今後さらに調査を行い，極めて貴重な自然海岸であ

る三軒屋海岸の生物相の把握を試み，現状をなるべく多く記録に留めておきたい．
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図３三軒屋海岸で確認した甲虫類
Ａ，ヒョウタンゴミムシ；Ｂ，コケシガムシ；Ｃ・ヒメケシガムシ；Ｄ‘フチトリケシガムシ；Ｅ，ハマペエンマムシ；

Ｆ，アバタウミベハネカクシ；Ｇ，ウミペアカバハネカクシ；Ｈ，フトツヤケシヒゲブトハネカクシ；Ｉ，ホソウミペ

ハネカクシ；Ｊ，Ｍぞ｡b”、ﾉな“；Ｋ，アカウミペハネカクシ；Ｌ，アオキツツムネウミハネカクシ；Ｍ，ヒメホソハマ

ペゴミムシダマシ；Ｎ，クロホソアリモドキ；０，ツシマヒメサビキコリ；Ｐ，アカアシコハナコメツキ；Ｑ、スナム

グリヒヨウタンゾウムシ；Ｒ・ハマヒョウタンゴミムシダマシ；Ｓ、イソジョウカイモドキ（左:３，中:９，右：幼虫）；

Ｔ，ゴモクムシダマシ；Ｕ，オオマルチビゴミムシダマシ；Ｖ，オオスナゴミムシダマシ．スケールは５ｍｍ．
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